
A
保
健
福
祉
部
長　

こ
ど

も
園
を
利
用
し
て
よ
か

っ
た
と
い
う
反
響
が
出
る
こ

と
が
、
Ｐ
Ｒ
に
は
必
要
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

A
市
長　

シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
と
い
う
考
え
方

を
後
期
基
本
計
画
に
取
り

入
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
Ｐ

Ｒ
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。

 ●

ク
レ
ー
ム
等
に
つ
い
て

Q
　
平
成
23
年
度
、
平
成

24
年
度
、
平
成
25
年
度

は
上
半
期
の
ク
レ
ー
ム
等

の
件
数
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長　

平
成
23
年

度
で
39
件
、
平
成
24
年

度
は
45
件
、
平
成
25
年
度
は

７
月
末
で
29
件
、
合
計
で

１
１
３
件
で
す
。

Q
　
ど
う
い
う
内
容
が

一
番
多
い
の
か
。

A
総
務
部
長　

約
50
件
が

事
務
処
理
に
関
す
る
こ

と
で
あ
り
、
次
に
、
学
校
運

営
に
関
す
る
こ
と
が
27
件
で

す
。Q

　
処
理
と
対
応
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。

A
総
務
部
長　

担
当
部
署

で
内
容
の
確
認
を
行
う

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

是
正
改
善
措
置
を
行
い
、
結

果
を
個
別
に
回
答
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

Q
　
再
発
防
止
の
実
効
性

を
高
め
る
の
に
、
職
員

の
情
報
の
共
有
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

A
総
務
部
長　

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
記
録
の
供
覧
に

よ
り
、
情
報
の
共
有
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。
内
容
が
、
全

庁
的
な
事
案
、
担
当
す
る
部

署
の
み
で
判
断
す
る
こ
と

が
困
難
な
事
案
は
、
そ
の
都

度
、
庁
議
で
問
題
の
提
起
を

行
っ
た
上
、
協
議
・
検
討
し
、

是
正
・
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

Q
　
市
役
所
と
さ
ん
む
医

療
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
橋

梁
の
通
行
に
つ
い
て
、
ま
だ

通
行
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、

市
民
か
ら
は
、
な
ぜ
通
行
が

で
き
な
い
か
と
い
う
声
が
多

い
が
、
ど
う
感
じ
る
か
。

A
市
長　

技
術
的
な
理
由

で
通
れ
な
い
と
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
待

っ
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
通
行
で
き
る
の
は

い
つ
ご
ろ
か
。

A
都
市
建
設
部
長　

現
在

の
予
定
で
は
、
平
成
26

年
４
月
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

 ●

復
旧
・
復
興
対
策
に
つ
い

てQ
　
緑
海
小
学
校
及
び
蓮

沼
中
の
外
階
段
、
青
松

苑
に
造
る
予
定
の
避
難
タ
ワ

ー
は
発
注
済
か
。

A
総
務
部
長　

平
成
25
年

８
月
、
緑
海
小
学
校
及

び
蓮
沼
中
学
校
避
難
用
外
階

段
設
置
工
事
を
発
注
し
て
お

り
、
平
成
25
年
11
月
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
タ
ワ
ー
は
設
計
業

務
が
完
成
終
了
し
、
平
成

25
年
12
月
末
に
発
注
予
定

で
す
。

Q
　
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
へ
の
ソ
フ
ト
面
へ

の
取
組
み
は
ど
う
か
。

A
市
長　

新
た
な
生
活
の

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と

し
て
い
る
方
々
へ
、
必
要
に

応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

 ●

踏
切
の
安
全
対
策
に
つ
い

てQ
　
現
在
、
成
東
駅
南
口

の
整
備
計
画
や
市
の
幹

線
道
路
整
備
計
画
な
ど
が
あ

る
が
、
踏
切
の
安
全
対
策
は

ど
う
か
。

A
都
市
建
設
部
長　

踏
切

部
分
を
拡
張
し
て
も
、

道
路
の
拡
幅
が
で
き
な
け
れ

ば
、
逆
に
危
険
性
が
増
す
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
拡
張
に

は
、
概
算
で
１
ヵ
所
１
億
円

か
ら
２
億
円
の
予
算
も
か
か

る
こ
と
か
ら
、
今
後
研
究
等

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。Q

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画

の
中
に
踏
切
も
検
討
を

進
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

A
市
長　

率
直
に
言
っ
て
、

難
し
い
で
す
。
成
東
踏

切
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
要

望
が
あ
り
、
何
と
か
し
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り

ま
す
が
、
大
事
業
で
、
今
の

と
こ
ろ
手
を
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
他
、
日
向
駅
の
両

側
や
和
田
の
踏
切
等
、
多
く

の
踏
切
が
改
善
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
す
。

 ●

市
の
復
旧
・
復
興
計
画
に

つ
い
て

Q
　
被
災
者
生
活
再
建
支

援
事
業
の
今
ま
で
の
経

過
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後

は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長　

全
壊
や
半

壊
等
解
体
、
大
規
模
半

壊
を
受
け
た
世
帯
に
対
し
、

今
年
８
月
末
現
在
、
基
礎
支

援
金
と
し
て
、
１
４
１
世
帯

に
対
し
8
千
９
７
５
万
円
が

国
か
ら
支
給
さ
れ
、
そ
の

後
、
住
宅
を
建
設
し
た
場
合

や
、補
修
、賃
貸
し
た
場
合
の
、

加
算
支
援
金
は
、
91
世
帯
に
、

1
億
1
千
６
６
２
万
5
千
円

が
支
給
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
加
算
支

援
金
の
申
請
が
な
い
63
世
帯

に
つ
い
て
は
、
今
年
３
月
に

お
知
ら
せ
を
郵
送
で
通
知
し
、

周
知
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
次
に
、
液
状
化
等
の
被

害
住
宅
の
解
体
、
補
修
、
地

盤
復
旧
に
対
し
て
74
世
帯
、

3
千
１
５
２
万
1
千
円
が
県

液
状
化
等
被
害
住
宅
再
建
支

援
制
度
よ
り
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
両
支
援
制
度

と
も
、
申
請
期
間
が
延
長
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
未

申
請
の
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、

広
報
及
び
再
度
の
通
知
を
発

送
し
、
周
知
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
被
災
者
住
宅
再
建
支

援
事
業
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

通
常

は
、
合
併
浄
化
槽
が
壊

れ
て
新
た
に
合
併
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
の
補
助
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の

災
害
で
は
そ
れ
も
対
象
と

し
、
申
請
が
あ
っ
た
8
件

２
４
０
万
円
（
市
及
び
県
の

補
助
金
）
を
支
給
し
て
い
ま

す
。Q

　
海
岸
保
安
林
整
備

事
業
の
平
成
23
年
度

か
ら
の
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
今
後
の
計
画
は
ど

う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

海

岸
保
安
林
の
津
波
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
海
面
高

か
ら
６
ｍ
の
砂
丘
を
設
け
て
、

そ
の
下
側
に
管
理
道
路
を
設
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